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← 日本的組織の本質を見事に詠んで参加者の共感を得、
　 今月の秀句になった。「働き方改革」を鋭く突いてい
　 る！（周 )

鶴彬句碑「暁を抱いて闇にゐる蕾」
　1965 年に日本初となる鶴彬の句碑が卯辰山玉兎ケ丘に建
　立。今年は建立後６３年となります。（５月撮影）

皆
で
選
ん
だ
四
月
の
秀
句
（
最
多
数
の
評
価
を
得
た
句
）

　

 

過
労
死
の
悲
鳴
届
か
ぬ
最
上
階　
　

亀
公
子

 

五
月
例
会     

５
月
28
日(

月)　

 
 　

　

 

投
稿
締
切 　

24
日(

木)

　

課
題
「
休
」
二
句
吐

　

雑
詠 

三
句
吐
、
自
選
句
な
ど
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２　

援
助
交
際
罠
に
嵌
め
ら
れ
再
稼
働
？　
　
　
　

徹
乗

３　

｢

火
垂
る
の
墓｣ 

誰
も
助
け
ぬ
孤
児
二
人　
　

 

徹
乗

３　

三
八
度
線　

助
走
路
に
立
つ
平
和
の
灯　
　

立
東
爺

４　

低
迷
の
ト
ラ
・
ポ
チ
笑
顔
の
助
け
合
い  　

 

白
真
弓 

４　

補
助
金
で
手
足
も
首
も
締
め
あ
げ
る　
　
　

亀
公
子

４　

低
迷
の
ト
ラ
・
ポ
チ
笑
顔
の
助
け
合
い  　

 

白
真
弓 

４　

補
助
金
で
手
足
も
首
も
締
め
あ
げ
る　
　
　

亀
公
子

４　

改
ザ
ン
も
助
言
も
底
が
抜
け
落
ち
る　
　
　

亀
公
子

４　

岩
盤
に
ド
リ
ル
で
穴
開
け
加
計
助
け　
　
　

中
野
林

５　

官
僚
が
バ
カ
殿
助
け
る
猿
芝
居 　
　
　

  　

白
真
弓

５　

嘘
八
百
積
ん
だ
助
け
舟
沈
み
出
す　
　
　
　
　

大
峰

　

昨
今
は
ポ
チ
も
飛
行
機
で
海
を
越
え　
　

   

立
東
爺

　

ア
ベ
与
党 

財
務
・
防
衛  

民
だ
ま
し   　
　
　
　

 

宏

　

オ
ス
プ
レ
イ 

事
故
多
発
に
も  

民
意
無
視　
　
　

宏

　

帰
国
後
は
安
倍
と
忖
度
ど
こ
へ
や
ら　
　
　

   

和
子

　

助
走
で
は
結
果
そ
れ
な
り
出
し
て
い
る　

   

ダ
ン
吉

　

人
助
け
自
分
助
け
と
人
の
言
う　
　
　
　

   

未
知
子

１　

国
会
に
助
さ
ん
格
さ
ん
出
て
お
い
で　
　
　

未
知
子

１　

国
追
わ
れ
安
倍
ト
ラ
ン
プ
に
助
け
乞
う　
　

   

和
子

１　

Ｎ
Ｈ
Ｋ   

忖
度
増
し
て  

ア
ベ
助
け　
　
　
　
　

  

宏

１　

九
条
が
助
け
た
命
日
誌
に
も　
　
　
　
　
　

   

一
角 

１　

大
相
撲  

伝
統
よ
り
も  

人
助
け　
　
　
　
　
　

   

宏

１　

警
察
に
助
け
ら
れ
て
る
国
会
前　
　
　

 
   

一
角 

２　

忖
度
し
助
言
も
出
来
ぬ
裸
の
王 

 
   

広
助

２　

救
助
に
も
ソ
ロ
バ
ン
勘
定
し
た
た
か
に　
　

立
東
爺

２　

ト
ラ
ン
プ
は
安
倍
助
け
に
は
応
じ
な
い　
　

   

和
子

２　

昨
日
ま
で
助
け
て
い
る
と
思
っ
て
た　
　

   

ダ
ン
吉

２　

被
災
地
の
補
助
金
迄
も
削
り
出
し　
　
　
　
　

大
峰

 今月の

川柳互選

◆
「
雑
詠
」　(

互
選
）
一
人 

３
句
吐

◆
課
題
「 

助 

」

　
（
互
選
）
一
人 

２
句
吐
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１　

つ
ぶ
や
き
で
金
を
生
み
出
す
省
力
化　
　
　

立
東
爺

１　

セ
ク
ハ
ラ
に
文
句
あ
る
な
ら
名
乗
り
出
ろ　

中
野
林

１　

ト
ラ
ン
プ
に
ほ
ほ
え
み
外
交
し
て
る
安
倍　
　

徹
乗

１　

代
替
わ
り
人
間
宣
言
棄
て
去
っ
た　
　
　
　
　

大
峰

１　

正
論
と
思
う
ひ
と
り
が
臆
さ
な
い　
　
　

   

ダ
ン
吉

１　

制
裁
の
み
と
何
処
の
首
相
か
言
い
続
け　
　

未
知
子

１　

誰
の
ミ
ッ
ク
ス
で
す
か
問
う
年
金
日　
　
　
　

広
助

１　

東
電
は
天
災
だ
っ
た
と
裁
判
で　
　
　
　
　

未
知
子

１　

官
僚
の
限
界
見
た
り
二
次
セ
ク
ハ
ラ　
　
　

白
真
弓

１　

原
稿
に
ル
ビ
打
ち
頼
む
大
臣
さ
ん　
　
　
　

未
知
子

２　

辞
め
て
こ
そ
男
が
あ
が
る
い
い
チ
ャ
ン
ス　
　

一
角

２　

か
す
か
だ
が
核
ゼ
ロ
の
日
が
見
え　
　
　

   

ダ
ン
吉

２　

そ
の
一
歩
そ
の
一
声
が
民
主
主
義　
　
　

   

白
真
弓

２　

安
倍
辞
め
ろ
そ
れ
だ
け
言
っ
た
国
会
前　

  　

 

一
角

２　

札
束
と
核
で
物
言
う
ト
ラ
ン
プ
号　
　

 　

  

亀
公
子

２　

真
実
を
拒
み
デ
ー
タ
と
恥
を
消
す　
　
　
　
　

徹
乗

３　

半
島
の
希
望
を
武
器
商
人
が
弄
ぶ　
　
　

   

立
東
爺

３　

朝
夕
に
紙
面
に
ぎ
わ
す
「
安
倍
案
件
」　     

中
野
林

３　

血
税
に
群
れ
る
カ
ラ
ス
の
伏
魔
殿　
　
　

   

亀
公
子

３　

め
く
ら
判
大
臣
居
直
り
唖
然
と
し   　
　
　
　

一
角

３　

文
民
統
制
稲
田
の
上
に
居
た
幕
僚　
　
　
　
　

大
峰

４　

安
倍
無
策
北
の
非
核
化
よ
り
わ
が
命　
　
　
　

和
子

４　
「
圧
力
だ
」 

そ
う
い
う
あ
ん
た
蚊
帳
の
外　
　

  

徹
乗

４　

官
邸
の  

一
強
お
ご
り
の  

し
っ
ぽ
切
り　
　
　

   

宏

４　

安
倍
総
理
も
う
い
い
楽
に
な
り
な
は
れ　

   

ダ
ン
吉

４　

拉
致
問
題
取
引
カ
ー
ド
に
利
用
さ
れ　
　
　

白
真
弓

４　

出
し
ゃ
ば
り
は
喚
問
だ
け
は
出
た
が
ら
ず　
　

大
峰

４　

一
強
で
反
骨
議
員
闇
の
中　
　
　
　
　
　
　
　

広
助

４　

日
本
一
美
味
な
モ
リ
カ
ケ
喰
い
ま
し
た　
　
　

広
助

４　

支
持
上
げ
に
拉
致
ぶ
ら
さ
げ
て
ト
ラ
ン
プ
乞
う　

和
子

６　

過
労
死
の
悲
鳴
届
か
ぬ
最
上
階　
　
　
　
　

亀
公
子
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介
護
難
民
格
差
に
爪
付
き
堪
え
て
居
る

逃
げ
な
が
ら
民
主
主
義
に
泥
を
掛
け

公
文
書
改
ざ
ん
本
音
吐
か
ぬ
安
倍
夫
婦

加
計
疑
惑
ト
カ
ゲ
の
尻
尾
山
と
成
し

国
会
は
怒
り
の
声
が
五
万
人

マ
イ
カ
ー
の
疲
れ
も
飛
ん
だ
大
コ
ー
ル

花
道
は
も
う
ど
こ
に
も
な
い
バ
カ
な
殿

脳
み
そ
が
腐
っ
て
部
下
は
改
ざ
ん
し

　

―
―

４
・
14　　　　　

国
会
前
に
て　

４
・
14 

呼
び
か
け
見
つ
け
マ
イ
カ
ー
で

国
会
前
は
や
っ
ぱ
り
早
く
つ
き
す
ぎ
た

闘
病
の
友
の
面
影
経
産
省

国
会
に
戻
っ
て
預
か
る
横
断
幕

自
選
句

◆ 

自
選
句　
　
　
　

前
田 

大
峰

４
１
４
動
画
で
参
加
安
倍
辞
め
ろ

白
い
雲
た
だ
眺
め
て
い
る
無ぶ

り
ょ
う聊

の
日

幽
閉
の
隙
を
伺
い
映
画
館

リ
ハ
ビ
リ
の
百
段
登
り
板
に
つ
き

家
事
こ
そ
は
リ
ハ
ビ
リ
な
り
と
精
を
出
し

南
北
の
平
和
の
野
火
が
燃
え
上
が
る

核
廃
棄
晋
三
蚊
帳
の
外
で
ご
ね

日
本
中
オ
ス
プ
レ
飛
ば
す
安
保
ボ
ケ

属
国
の
制
空
権
米
軍
機
の
独
り
占
め

見
せ
た
く
な
い
資
料
真
っ
黒
に
塗
り
た
く
り

行
政
私
物
化
ガ
ッ
ポ
リ
血
税
撒
き
散
ら
し

◆ 

自
選
句　
　
　
　

岩
原
一
角

◆ 
自
選
句　
　
　
　

笠
原
白
真
弓
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大
阪
に
フ
ロ
リ
ダ
ま
で
も
逃
げ
る
ア
ベ

ア
ベ
辞
め
ろ
！
そ
れ
を
い
い
た
く
上
京
し

声
高
に
ラ
ッ
プ
コ
ー
ル
が
鳴
り
響
く

一
点
で
集
ま
る
人
の
声
五
万

帰
宅
し
て
参
加
報
告
ア
ベ
辞
め
ろ

そ
の
一
点
で
闘
う
こ
と
を
主
張
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

by    

岩
原
茂
明 
＆ 

周 

立
東
爺

　

６
６
６
号
の
作
品
か
ら
《
評

：

岩
原
茂
明
》　

◆ 

大
き
な
手
柄
と
名
誉
は
上
司
の
も
の　
　

と
も
こ

　

我
思
う
に
、
終
身
雇
用
制
の
こ
ろ
は
、
そ
れ
で
も
労
働

者
は
が
ま
ん
し
た
。
失
敗
し
た
と
き
の
責
任
も
上
司
が
か

ぶ
る
の
が
ふ
つ
う
の
は
ず
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
、
そ
の
終

身
雇
用
制
が
な
く
な
っ
た
今
で
も
手
柄
と
名
誉
を
と
り
あ

げ
る
上
司
、
働
く
者
の
怨
嗟
の
的
で
あ
っ
て
も
や
め
よ
う

と
し
な
い
。
残
念
だ
が
、
働
く
側
に
そ
れ
を
や
め
さ
せ
る

力
が
た
り
な
い
。
だ
か
ら
、
私
は
い
う
。
万
国
の
労
働
者

は
団
結
せ
よ
！
メ
ー
デ
ー
は
団
結
の
日
だ
。

◆ 

ま
っ
と
う
な
人
が
亡
く
な
る
財
務
省　
　

徹
乗

「
こ
の
ま
ま
で
は
全
部
オ
レ
の
せ
い
に
さ
れ
る
」
と
い
っ

て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
か
。
も
ち
ろ
ん
決
裁
書
の
改

竄
に
加
担
し
た
こ
と
へ
の
罪
悪
感
に
さ
い
な
ま
れ
て
の
こ

と
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
を
指
示
し
た
幹
部
た
ち
、
さ
ら
に
は
財

務
大
臣
、
内
閣
総
理
大
臣
、
誰
ひ
と
り
、
今
日
４
月
13
日

現
在
で
は
辞
め
よ
う
と
は
し
な
い
。
権
力
に
固
執
す
る
こ

と
が
、
彼
ら
の
生
き
ざ
ま
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
亡
く

な
っ
た
方
の
無
念
を
は
ら
す
た
め
に
も
安
倍
内
閣
の
総
辞

職
を
実
現
し
た
い
も
の
だ
。

作
品
寸
評
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６
６
６
号
の
作
品
か
ら
《
評
：
周 

立
東
爺
》

◆ 

儂
知
ら
ん
部
下
を
労
る
気
が
な
い
ね　
　
　

一
角

　
「
儂
」
の
漢
字
で
悩
ん
だ
。
漢
和
辞
典
を
開
く
。
こ
の

漢
字
「
わ
し
」
っ
て
い
う
の
で
す
ね
。「
中
世
の
俗
語
で

自
称
を
表
す
言
葉
。
呉
語（
上
海
地
方
の
方
言
）で
は「
我
」

の
意
味
。
中
国
の
史
書
で
は
「
汝
」「
彼
」
な
ど
の
意
味

で
も
使
う
」
と
い
う
。「
わ
し
知
ら
ん
」
と
か
「
わ
し
ゃ

知
ら
ん
」
で
は
ダ
メ
な
ん
だ
ろ
う
か
？

◆ 

改
ざ
ん
し 

過
労
死
出
な
い 

裁
量
制　
　
　

広
助

　

ま
さ
に
働
き
方
改
革
の
焦
点
で
、
こ
れ
を
ど
う
詠
む

か
？　

労
基
法
の
働
き
方
の
制
限
を
と
っ
ぱ
ら
っ
て
し
ま

え
ば
た
と
え
働
き
過
ぎ
で
死
ん
で
も
過
労
死
と
認
定
さ
れ

な
い
。
法
を
い
じ
っ
て
過
労
死
を
過
労
死
と
し
な
い
姑
息

な
知
恵
。
政
府
の
や
り
方
の
怒
り
を
ど
う
表
現
す
る
か
？

政
府
の
知
恵
に
対
し
て
庶
民
の
知
恵
は
川
柳
の
寸
鉄
を
研

ぎ
澄
ま
す
。

◆ 

ロ
ボ
ッ
ト
で
な
い
か
ら
唄
う
労
働
歌　
　

亀
公
子

　

そ
う
言
え
ば
労
働
歌
っ
て
最
近
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
ね
。
春
闘
も
お
と
な
し
い
。
中
小
企
業
の
争
議
も
聞

き
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
は
そ
の
は
ず
労
働
組
合
の
組
織
率
は

過
去
最
低
、
一
七
・
七
％
だ
そ
う
だ
。
労
働
現
場
は
問
題

だ
ら
け
な
ん
で
す
が
、
労
働
歌
を
唄
う
に
も
団
結
で
き
ぬ

現
実
。
労
働
者
諸
君
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
さ
れ
た
か
？　

亀
公

子
さ
ん
の
作
品
は
い
つ
も
関
心
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
現

実
を
さ
ら
り
と
詠
み
リ
ズ
ム
が
心
に
残
り
ま
す
。
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一
九
六
五
年
六
月
二
五
日
「
和
」
よ
り

　

鶴
彬
に
関
す
る
研
究
は
、戦
後
し
ば
ら
く
断
片
的
に「
人

民
川
柳
」
誌
・「
俳
句
人
」
誌
・
ア
カ
ハ
タ
等
で
も
っ
て

発
表
さ
れ
た
が
、
年
を
追
う
に
従
い
こ
の
研
究
は
、
よ
り

深
く
幅
広
い
層
に
向
か
っ
て
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

鶴
彬
顕
彰
運
動
も
そ
の
中
か
ら
芽
生
え
て
来
た
。
来
る

九
月
の
命
日
に
句
碑
除
幕
式
を
迎
へ
る
に
当
た
っ
て
、
研

究
、
顕
彰
に
関
す
る
運
動
を
年
代
式
に
序
列
す
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
一
層
の
鶴
彬
認
識
が
昂
ま
り
、
よ
り
完
全
な

研
究
が
為
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
◎　

一
九
四
九
年
（
昭
二
四
）
四
月
七
日
石
川
県
高
松
町

　

中
沼
了
念
寺
に
於
い
て
、
鶴
彬
の
か
つ
て
の
親
友
、
都

　

栄
（
古
林
徳
次
氏
）
な
ど
三
名
に
よ
っ
て
鶴
彬
追
悼
会

　

が
行
わ
れ
た
。

◎　

同
年
九
月
三
〇
日
発
行
の
「
人
民
川
柳
」
三
号
に
小

　

池
蛇
太
郎
氏
が
「
鶴
彬
の
こ
と
」
と
題
し
て
小
文
を
発

　

表
し
た
。

◎　

一
九
五
〇
年
（
昭
二
五
）
一
月
二
五
日
附
ア
カ
ハ
タ

　

に
（「
し
ゃ
も
の
国
」
と
斗
っ
た
詩
人
）
と
題
し
て
長

戦
後
�
鶴
彬
顕
彰
運
動
�
の
歩
み

　
　
　
　
　
　
　

岡
田 

一
と 

1965年 (昭 40)川柳「和」。
毎号、表紙の絵は岡田一と
氏である。
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谷
川
英
夫
氏
が
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
。

◎　

一
九
五
五
年
（
昭
三
〇
）
ア
カ
ハ
タ
紙
上
に
「
Ｓ
」

　

の
署
名
で
「
革
命
的
な
川
柳
作
家
－
鶴
彬
・
二
十
九
年

　

の
生
涯
」
が
発
表
さ
れ
た
。

◎　

同
年
十
二
月
一
日
発
行
、
川
柳
和
七
号
に
鶴
彬
の
作

　

品
・
思
い
出
な
ど
を
特
集
し
た
。

◎　

同
年
十
二
月
十
一
日
夜
、
金
沢
市
寺
町
四
丁
目
・
長

　

久
寺
に
於
い
て
「
鶴
彬
を
偲
ぶ
会
」
を
和
川
柳
社
主
催

　

で
行
っ
た
。

◎　

一
九
五
六
年
（
昭
三
一
）
二
月
一
日
発
行
の
人
民
川

　

柳
十
二
号
に
「
鶴
彬
の
お
母
さ
ん
」
と
題
し
た
小
文
を

　

青
木
英
夫
氏
が
発
表
。

◎　

同
年
九
月
十
四
日
、
和
川
柳
社
主
催
で
第
一
回
の　

　

鶴
彬
追
悼
句
会
を
金
沢
市
木
ノ
新
保
町
妙
蓮
寺
に
て
催

　

し
た
。
同
じ
こ
の
月
に
北
陸
新
聞
紙
上
に
「
鶴
彬
忌
に

　

寄
す
」
一
文
を
岡
田
一
吐
が
発
表
。

◎　

同
年
九
月
十
五
日
発
行
の
川
柳
和
十
九
号
よ
り
十
九

　

号
（
同
年
十
二
月
十
五
日
発
行
）
に
わ
た
っ
て
「
獄
中

　

の
鶴
彬
」と
題
し
た
鶴
彬
研
究
を
青
木
英
夫
氏
が
発
表
。

◎　

 

一
九
五
七
年
（
昭
三
二
）
一
月
二
五
日
発
行
の
川

　

柳
和
二
〇
号
に
「
鶴
彬
検
挙
の
日
と
三
味
線
草
資
料
」

　

と
題
す
る
研
究
評
論
を
大
村
沙
華
氏
が
発
表
。

◎ 

同
年
九
月
一
四
日
鶴
彬
忌
句
会
を
和
川
柳
社
に
て
行

　

う
。

◎ 

一
九
五
八
年
（
昭
三
二
）
五
月
、
東
京
に
て
催
さ
れ

　

た
現
代
川
柳
連
盟
総
会
に
て
、
死
後
二
十
周
年
を
記
念

　

す
る
「
鶴
彬
顕
彰
」
の
動
議
を
石
原
青
竜
刀
氏
が
提
出

　
（
少
数
否
決
）。

◎　

同
年
六
月
十
二
日
、
金
沢
市
馬
場　

伊
藤
氏
宅
で
鶴

　

彬
記
念
準
備
会
を
も
っ
た
。

◎　

同
年
八
月
発
行
の
人
民
川
柳
二
一
号
に
「
鶴
彬
死
後

　

二
十
周
年
を
迎
え
て
」
と
題
し
て
岡
田
一
吐
が
エ
ッ
セ
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イ
を
寄
稿
し
た
。同
じ
く
同
誌
に
人
民
川
柳
社
は「
鶴

　

彬
死
後
二
十
周
年
記
念
の
た
め
に
」
と
の
一
文
を
も

　

う
け
て
句
碑
建
立
募
金
を
訴
え
た
。（
第
一
次
鶴
彬

　

句
碑
募
金
運
動
）

◎　

同
年
「
県
民
の
友
」
紙
（
原
由
友
氏
発
行
）
の
六

　

月
一
日
号
（
三
一
一
号
）
よ
り
八
月
一
日
号
（
三
一
七

　

号
）
に
か
け
て
「
鶴
彬
遺
稿
集
」
と
し
て
、評
論
・
詩
・

　

川
柳
作
品
な
ど
を
集
録
し
た
。
ま
た
、

◎　

同
年
九
月
十
一
日
号
（
三
二
一
号
）
を
「
鶴
彬
句

　

作
集
」
と
し
て
特
集
。

◎　

同
年
九
月
十
四
日
、
金
沢
市
妙
蓮
寺
に
於
い
て
鶴

　

彬
二
十
週
忌
追
悼
句
会
を
和
川
柳
社
主
催
で
行
っ
た
。

◎　

一
九
五
九
（
昭
三
四
）
三
月
発
行
の
「
兵
庫
市
民

　

の
こ
え
」
一
一
号
に
山
本
浄
平
氏
が
「
鶴
彬
」
と
題

　

す
る
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
。

◎　

同
年
六
月
十
一
日
発
行
の
「
県
民
の
友
」
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
催
：
石
川
県
川
柳
協
会

第
一
部　

誌
上
大
会

　

※
石
川
県
川
柳
協
会
員
で
競
う
誌
上
大
会
で
す
。
能
登
か
ら

　
　

加
賀
か
ら
普
段
は
県
の
大
会
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
会
員

　
　

の
方
々
も
投
句
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

※
課
題　
【 

花 

】

　

※
選
者　
（
八
名
共
選
）　

赤
尾
よ
し
樹　

中
島
恭
子　

小
西 

都

　
　

樋
爪
ふ
み
子　

岡
本 

聡　

清
左
と
み　

中
村
正
樹　

尾
田
洋
子

　

※
投
句
料　

無
料　

付
属
の
投
句
用
紙
で
お
送
り
下
さ
い
。

　
　
（
各
選
者
の
秀
句
３
点　

佳
句
２
点　

平
抜
１
点
で
集
計
し
表
彰
）

第
二
部　

当
日
句
会

　

※
日
時　

五
月
二
九
日(

火) 

石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
六
枚
町
）

　

※
課
題　
【 

列 

】　

二
句
詠

　

※
選
者
（
共
選
）　

石
垣
千
惠
子　

城
山
悠
歩

　

※
会
費　

五
〇
〇
円

第
三
部　

さ
さ
や
か
な
懇
親
会
（
希
望
者
の
み
）

　

※
会
費　

二
〇
〇
〇
円
（
当
日
句
会
後
、
同
場
所
で
行
い
ま
す
）

　
　

投
句
先(

問
い
合
わ
せ)

か
ほ
く
市
木
津
へ6517

井
口
武
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
：
０
７
６ 

・
２
８
５ 

・
０
６
３
８

交
流
句
会
《
古
都
金
沢
で
五
七
五
》
へ
の
お
誘
い
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「
反
抗
の
生
涯
」
反
戦
の
川
柳
家
鶴
彬
－
と
題
し
て
研

　

究
論
文
を
発
表
（
未
完
）。
こ
れ
は
一
九
六
四
年
の
同

　

誌
二　

月
号
と
八
月
号
に
つ
づ
け
ら
れ
て
完
結
し
た
。

◎　

一
九
六
一
年
九
月
六
日
に
鶴
彬
祭
実
行
委
員
会
を
和

　

川
柳
社
に
て
開
い
た
。

◎　

同
年
九
月
十
四
日
、
金
沢
市
妙
蓮
寺
に
て
鶴
彬
祭
を

　

催
し
、之
に
は
東
京
よ
り
石
原
青
竜
刀
氏
も
参
加
し
た
。

◎　

一
九
六
二
年
（
昭
三
七
）
八
月
一
五
日
附
発
行
の
河

　

野
春
三
氏
著
「
現
代
川
柳
の
理
解
」（
三
〇
〇
頁
）
の

　

中
に
ツ
ル
・
ア
キ
ラ
の
一
項
（
四
頁
）
が
設
け
ら
れ
た
。

◎　

同
年
九
月
十
四
日
金
沢
市
子
来
町
川
柳
和
同
人
の
み

　

で
鶴
彬
記
念
句
会
を
も
っ
た
。

◎　

同
年
十
二
月
一
日
附
発
行
の
「
文
化
評
論
」
十
二
月

　

号
（
ナ
ン
バ
ー
二
六
）
に
岡
田
一
吐
が
「
鶴
彬
」
と
題

　

し
て
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
。

◎　

同
年
十
二
月
六
日
号
の
ア
カ
ハ
タ
に
「
鶴
彬
の
業
績

　
（
三
四
八
号
）
に
岡
田
一
吐
署
名
で
「
鶴
彬
の
石
碑

　

建
立
に
つ
い
て
の
ア
ピ
ー
ル
」
と
題
し
て
訴
え
た
。

◎　

同
年
九
月
十
四
日
石
川
県
河
北
郡
高
松
町
に
建
立

　

予
定
の
句
碑
計
画
が
、
予
定
地
の
都
合
で
中
止
。

◎　

一
九
六
〇
年
（
昭
三
五
）
九
月
五
日
、
和
川
柳
社

　

で
鶴
彬
祭
実
行
委
員
会
を
ひ
ら
く
。

◎　

同
年
九
月
十
四
日
金
沢
市
木
ノ
新
保
、
妙
蓮
寺
に

　

於
い
て
鶴
彬
祭
実
行
委
員
会
・
和
川
柳
社
・
石
川
県

　

民
文
化
会
議
・
金
沢
川
柳
連
盟
共
催
で
第
一
回
の
鶴

　

彬
祭
を
行
っ
た
。

◎　

同
年
九
月
発
行
「
思
想
の
科
学
」
誌
（
中
央
公
論

　

社
）
二
一
号
に
秋
山
清
氏
が
「
あ
る
川
柳
作
家
の
生

　

涯
」
と
題
し
て
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
。

◎　

一
九
六
一
年
（
昭
三
六
）
八
月
一
日
発
行
の
「
川

　

柳
こ
な
ゆ
き
」
誌
（
一
四
八
号
）
か
ら
翌
年
五
月
発

　

行
の
一
五
七
号
ま
で
十
回
に
渡
り
佐
藤
冬
児
氏
が
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ト
の
発
行
、
碑
の
選
定
を
経
て
、
世
話
人
も
金
沢
在
の

　

文
化
人
、
そ
れ
に
は
社
共
両
党
の
県
議
・
市
議
に
自
民

　

党
所
属
の
議
員
も
協
力
す
る
な
ど
幅
広
い
運
動
に
発
展

　

し
て
い
る
（
六
月
十
五
日
現
在
）

　

第
二
次
募
金
運
動
に
入
っ
て
よ
り
鶴
彬
句
碑
建
立
募
金

の
呼
び
か
け
に
に
協
力
さ
れ
た
各
結
社
は
次
の
通
り
で
あ

る
。（
六
月
二
〇
日
現
在
）

　

森　

林　

２　

号　
（
東
京
）
森
林
書
房

　

う
ず
ま
き
一
二
四
号　
（
神
戸
）
う
ず
ま
き
川
柳
社

　

ま
す
か
つ
と
二
五
〇
号　
（
岡
山
）
川
柳
岡
山
社

　

諷
刺
人
十
六
号　
（
東
京
）
諷
刺
人
同
盟

　

川
柳
人
三
九
七
号　
（
東
京
）
柳
樽
寺
川
柳
会

　

新
歌
人　
（
金
沢
）
新
歌
人
社

　

蟹
の
目　

九
九
号　
（
金
沢
）
蟹
の
目
川
柳
社

　

和　

五
八
号　
（
金
沢
）
和
川
柳
社

　

を
偲
ん
で
」
と
題
す
る
小
文
を
岡
田
一
吐
が
発
表
。

◎　

一
九
六
四
年
（
昭
三
九
）
金
沢
市
子
来
町
で
鶴
彬
記

　

念
句
会
を
和
川
柳
社
同
人
で
行
っ
た
。

◎　

同
年
十
一
月
三
日
和
川
柳
社
で
鶴
彬
句
碑
建
立
打
合

　

せ
会
を
行
い
「
鶴
彬
顕
彰
会
」
が
発
足
し
た
。

　

第
二
次
句
碑
建
立
募
金
に
入
る
。

◎　

一
九
六
五
年
（
昭
四
〇
）
二
月
発
行
の
「
俳
句
研
究

　

二
月
号
」
に
山
村
祐
氏
の
努
力
に
よ
り
「
つ
る
・
あ
き

　

ら
」
特
集
が
の
り
、
壺
井
繁
治
・
石
原
青
竜
刀
・
佐
藤

　

冬
児
・
横
山
林
二
の
各
氏
が
各
々
執
筆
し
た
。

◎　

同
年
三
月
一
七
日
発
行
号
の
ア
カ
ハ
タ
に
「
川
柳
－

　

そ
の
批
判
精
神
」（
岡
田
一
と
）
と
題
し
て
鶴
彬
を
と

　

り
あ
げ
た
。

◎　

同
年
四
月
三
〇
日　

第
二
次
句
碑
募
金
〆
切

◎　

同
年
五
月
一
日
よ
り
句
碑
建
立
の
第
三
次
運
動
と
し

　

て
石
川
県
を
中
心
に
呼
び
か
け
を
行
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
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（
前
承
） 　

驚
く
べ
き
は
日
本
会
議
の
構
成
員
が
閣
僚
に

占
め
る
割
合
で
あ
る
。
第
一
次
安
倍
内
閣
で
は
首
相
を
は

じ
め
十
二
人
、
麻
生
内
閣
で
は
九
人
だ
っ
た
が
、
改
造
前

の
第
二
次
安
倍
内
閣
で
十
三
人
、
現
内
閣
で
は
十
九
人
中

十
五
人
に
増
え
た
。
公
明
党
枠
の
一
人
を
除
く
閣
僚
全
員

が「
神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
」メ
ン
バ
ー
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
旧
民
進
党
に
も
前
原
誠
司
、
松
原
仁
、
鷲
尾
英
一

郎
、
笠
浩
史
、
芝
博
一
、
金
子
洋
一
、
渡
辺
周
、
寺
田
稔

が
日
本
会
議
に
所
属
し
、
脱
退
し
た
と
い
う
原
口
一
博
、

長
島
昭
久
な
ど
の
名
も
あ
っ
た
。

　

尚
、
現
在
迄
に
同
人
誌
を
除
く
新
聞
・
雑
誌
な
ど
を
紹

介
し
た
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

ア
カ
ハ
タ
、
北
國
新
聞
、
北
陸
新
聞
（
北
陸
中
日
）、　

　

神
戸
市
民
の
こ
え
、
県
民
の
友
、
文
化
評
論
、
俳
句
研

　

究
、
思
想
と
科
学
、
目
黒
新
報　

読
売
新
聞
（
北
陸
版
）

　

石
川
県
史
（
第
二
巻
）

   　

日
本
会
議
の
事
を
知
る
の
は
、
今
の
社
会
を
知
る      

　
　

こ
と
で
も
あ
る
。
た
だ
政
治
的
出
来
事
を
追
い
か
け 

　
　

る
だ
け
の
安
っ
ぽ
い
時
事
川
柳
か
ら
脱
し
、
本
質  

　
　

を
知
る
た
め
に
日
本
会
議
の
内
容
を
前
号
に
続
い
て

　
　

ま
と
め
ま
し
た
。
詳
し
く
は
紹
介
し
て
い
る
日
本
会

　
　

議
に
関
す
る
書
籍
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

　
　

ま
す
。（
周
）

日
本
を
陰
で
動
か
す

　
　
　
　

日 
本 
会 

議 

憲
法
改
正
を
訴
え
る｢

危
な
い｣

正
体

　

｢

宗
教
右
派
の
統
一
戦
線｣

が
目
指
す
も
の
よ
り
）
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新
憲
法
の
制
定
め
ざ
す

　

日
本
会
議
は
新
憲
法
の
制
定
を
め
ざ
し
て
お
り
、
特
に

「
軍
事
力
増
強
」「
緊
急
事
態
条
項
」「
家
族
保
護
条
項
」

の
条
文
化
を
重
視
し
て
い
る
。
日
本
会
議
広
報
部
長
の
村

主
真
人
は
、「
政
府
に
夫
婦
別
姓
を
導
入
す
る
動
き
が
な

い
今
は
、家
族
を
憲
法
に
ど
う
位
置
づ
け
る
か
が
課
題
だ
」

と
述
べ
て
い
る
。
活
動
の
一
環
と
し
て
、
憲
法
改
正
を
要

求
す
る
大
規
模
集
会
な
ど
を
開
い
て
い
る
。
日
本
会
議
広

島
は
、
毎
年
８
月
６
日
に
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
平
和
を
疑
う
」

「『
ヒ
ロ
シ
マ
』
の
平
和
は
本
当
か
」
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
で

毎
年
講
演
会
を
開
き
、
憲
法
９
条
な
ど
の
改
正
を
求
め
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
三
月
の
総
会

で
は
、
新
憲
法
で
、
緊
急
事
態
条
項
の
条
文
化
を
進
め
る

方
針
を
確
認
し
、
さ
ら
に
主
要
な
改
正
テ
ー
マ
と
し
て
、

前
文
、
安
全
保
障
、
家
族
、
改
正
手
続
き
、
地
方
自
治
な

ど
を
記
載
し
た
。

　

署
名
活
動
に
各
地
の
神
社
か
ら
批
判
も

　

二
〇
一
五
年
四
月
頃
か
ら
は
、
各
地
の
神
社
に
お
い
て

憲
法
改
正
を
求
め
る
署
名
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
毎

日
新
聞
は
、
神
社
に
お
け
る
署
名
活
動
に
関
し
て
は
、「
神

社
の
職
務
は
、
参
拝
者
に
気
持
ち
よ
く
お
参
り
を
し
て
い

た
だ
く
環
境
を
整
え
る
こ
と
。
不
快
感
を
抱
く
人
も
い
る

改
憲
運
動
を
持
ち
込
む
の
は
、
神
職
の
職
務
放
棄
、
神
社

の
私
物
化
」
な
ど
の
、
独
立
神
社
（
神
社
本
庁
傘
下
で
は

な
い
神
社
）
関
係
者
か
ら
の
批
判
を
報
じ
て
い
る
。

　

二
〇
一
七
年
五
月
三
日
、
日
本
会
議
が
主
催
す
る
憲
法

議
論
集
会
に
お
い
て
、
安
倍
首
相
は
、
憲
法
改
正
の
決
意

を
語
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

 
復
古
的
な
家
族
観
条
項
も
改
憲
の
柱

　

朝
日
新
聞
は
、
日
本
会
議
が
男
女
共
同
参
画
に
反
対
し

て
い
る
団
体
で
あ
り
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
な
ど
の
政
策
に
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は
「
家
族
の
一
体
感
が
損
な
わ
れ
る
」
な
ど
と
し
て
強
く

反
発
し
、
政
府
が
法
案
を
国
会
に
提
出
し
よ
う
と
す
る
た

び
に
大
規
模
な
反
対
運
動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
、
と
報
道

し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
日
新
聞
も
、「
選
択
的
夫
婦
別
姓

に
反
対
す
る
な
ど
、復
古
的
な
家
族
観
を
持
つ
政
治
団
体
」

（
水
無
田
気
流
、
雨
宮
処
凛
と
の
座
談
会
で
の
岡
田
憲
治
・

専
修
大
学
法
学
部
教
授
の
発
言
）
で
あ
る
と
の
識
者
の
意

見
を
報
じ
て
い
る
。

　

女
系
天
皇
や
外
国
人
参
政
権
に
反
対
す
る
大
規
模
な
集

会
を
開
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
　

　

久
し
ぶ
り
に
面
白
い
本
を
読
ん
だ
。
本
書
は
、
日
本
最

大
の
右
翼
団
体
「
日
本
会
議
」
が
と
あ
る
特
定
の
右
翼
系

カ
ル
ト
団
体
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
膨
大
な

調
査
か
ら
解
き
明
か
し
て
い
る
。

　

そ
の
右
翼
系
カ
ル
ト
集
団
と
は
、「
生
長
の
家
」
と
い

う
神
道
系
カ
ル
ト
で
、今
の
「
生
長
の
家
」
は
エ
コ
ロ
ジ
ー

系
の
新
興
宗
教
だ
が
、
か
つ
て
は
神
道
の
ア
ル
カ
イ
ダ
と

言
え
る
ほ
ど
、
過
激
な
右
翼
宗
教
集
団
と
し
て
影
響
力
を

持
っ
て
い
た
。
か
つ
て
の
過
激
カ
ル
ト
集
団
の
頃
に
活
躍

し
た
人
間
が
「
日
本
会
議
」
の
実
際
の
運
営
に
携
わ
っ
て

い
る
と
本
書
は
説
く
。
も
っ
と
も
、「
日
本
会
議
」
が
カ

ル
ト
集
団
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
前
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

確
か
に
「
日
本
会
議
」
の
参
加
団
体
に
名
を
連
ね
る
団

体
に
は
カ
ル
ト
系
が
多
く
、
逆
に
「
生
長
の
家
」
は
登
場

し
て
は
い
な
い
の
だ
が
、
本
書
の
指
摘
が
正
し
け
れ
ば
、

「
日
本
会
議
」
に
参
加
す
る
多
く
の
カ
ル
ト
集
団
を
束
ね

る
の
は
「
生
長
の
家
」
の
過
激
派
集
団
と
言
う
こ
と
に
な

る
。

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
の
レ
ビ
ュ
ー
か
ら 

「
日
本
会
議
の
研
究
」（
菅
野 

完
著
）
に
つ
い
て 
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◆ 

四
月
例
会 (

句
会) 

報
告

　

句
の
選
考
を
終
え
、
前
回
（
総
会
）
か
ら
の
懸
案
事
項

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

●  

参
加
者
全
員
の
意
見
が
一
致
し
た
の
は
、
今
年
度
か

ら
「
全
日
本
川
柳
協
会
（
日
川
協)

」
に
は
加
入
し
な
く

て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
で
に
同
人
（
例
会
参
加

会
員
）
の
ほ
と
ん
ど
が
「
石
川
県
川
柳
協
会
（
石
川
協
）」

に
加
入
し
て
い
る
こ
と
や
「
石
川
協
」
が
「
日
川
協
」
に

団
体
加
入
し
て
い
る
の
で
、
あ
え
て
加
入
す
る
必
要
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ
れ
か
ら
は
「
和 

川
柳
社
」
と
し
て
県
内
の
川
柳
愛
好
家
と
友
好
を
深
め
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

●   

そ
の
他
、
会
費
、
組
織
な
ど
の
会
則
改
訂
に
つ
い
て

は
、
今
後
時
間
を
か
け
て
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

日本の底流を理解する著書は多数ある。とりあえず手持ちを紹介。 上段左から「敗
北を抱きしめて」「日本会議の正体」「日本会議の研究」「日本会議と神社本庁」「戦
争の大問題」「戦後史の正体」「日本会議とは何か」「学生を戦地に送るには / 田辺
元『悪魔の京大講義』を読む」
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和
川
柳
社 

５
月
例
会
�
案
内

５
月
28
日(

月)�

◆
会
場
�
金
沢
市
金
石
�
�

◆
課
題
句

�
休
��

�
句
吐�

◆
自
由
句
�
�
句
吐

◆
自
選
句
�
連
作
�
�
�
�
�
�
川
柳
論
�
�
意
見

�
�
�
寄
�
下
�
�
�
◆
〆
切
�
５
月
24
日(

木) 

◆
句
報
�
持
参
下
�
�
�
例
会
�
話
�
合
�
�
�
�

◆
編
集
後
記

▼
事
務
引
き
継
ぎ
が
ス
ム
ー
ス
に
い
か
ず
、
前

号
（
会
報
６
６
６
号
）
の
郵
送
、
配
布
が
遅
れ

た
方
が
あ
り
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
▼
今
年
は
鶴
彬
没
後
八
〇
年
。
ま
た
、
卯

辰
山
の
「
暁
の
句
碑
」
が
一
九
六
五
年
に
建
立

さ
れ
て
六
十
三
年
た
ち
ま
す
。
戦
後
、
鶴
彬
の

存
在
を
知
っ
た
岡
田
一
と
氏
は
、
そ
の
功
績
を

広
め
、
顕
彰
し
よ
う
と
句
碑
建
立
の
活
動
を
始

め
、
建
立
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
岡
田
一
と
氏

の
建
立
直
前
の
文
章
（
戦
後
「
鶴
彬
顕
彰
運
動
」

の
歩
み
）
が
見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

し
た
。
▼
国
会
は
川
柳
の
材
料
に
は
事
欠
か
な

い
の
で
す
が
、
時
事
川
柳
（
社
会
詠
）
は
と
か

く
す
る
と
新
聞
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
後
追
い

に
な
っ
て
し
が
ち
で
す
。
川
柳
は
「
吐
く
」
と

言
い
ま
す
が
、
吐
く
前
に
よ
く
咀
嚼
し
て
消
化

し
、
生
の
ま
ま
で
吐
か
な
い
こ
と
。
そ
の
た
め

に
も
現
代
政
治
の
底
流
に
働
い
て

い
る
「
闇
」
の
力 

に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
時
々
報
道
で
も
話

題
に
な
り
ま
す
が
、
詳
し
い
解
説

は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
閣
を
も
支
配

す
る
闇
の
力
な
の
で
す
ね
。（
周
）
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